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【＜概要＞又は＜一般目標： GIO>】

理学療法が対象とする症候群や疾患が呈する機能障害に由来する動きを運動病態という概念から考え

理学療法学的治療学としての機能障害回復学へと関連付けて考えることができる。

[<学習目標＞又は＜行動目一標： SB0>]

1運動病態学の概念を機能障害回復学との関係で説明できる。

2 神経・筋の障害による運動病態を例を挙げて説明できる。

3 末梢神経系障害による運動病態を例を挙げて説明できる。

4 筋原性の運動病態を例を挙げて説明できる。

5 中枢神経系障害による運動病態を例を挙げて説明できる。

6 実際の運動病態は様々な原因によること、様々な症状を呈することを例を挙げて説明できる。

7 理学療法に関係する倫理、法規、管理運営について説明できる。
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数 授業計画又は学習の主題

1オリエンテーション運動病態学の概念と機能障害回復学との関係）

2末梢神経系障害に由来する運動病態 (1)

3末梢神経系障害に由来する運病態 (2)

4末梢神経系障害に由来する運動病態 (3)

5筋原性の運動病態 (1) 

6筋原性の運動病態 (2) 

7筋原性の運動病態 (3) 

8中枢神経系障害による運動病態 (1) 

9中枢神経系障害による運動病態 (2) 

10中枢神経系障害による運動病態 (3) 

11呼吸や摂食・喋下性合を運動病態学の観点から考える。

12姿勢制御や運動制御の障害を運動病態の観点から考える。

13対象例を運動病態学の観点から考える。

14まとめ (1) 

15、まとめ (2) 
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